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○ 宮崎・川南町と福岡市

　私は、宮崎県川南町出身なんです。今年口蹄疫の被害を受けた

激震地ですが、川もあれば、海も山もある自然豊かなところで、

温かな人々に囲まれて育ちました。その後熊本市、そして福岡市

へ出てきましたが、その田舎の町と九州の大都会である福岡の人々

の暮らしは、まったく違うんですよね。それは小・中・高で勉強

してきた内容から、自分が人や土地に受けている影響まで細部に

わたり異なります。福岡に出てくるまでは、川南で教わったこと、

五感で感じた常識が正解と思っていましたが、住み始めると、福

岡での常識が正解になってしまい、川南での暮らしは一体なんだ

ったんだろうと思うようになりました。

それでも、生まれ育った土地をよく知り、その土地や地域の人に

愛着があれば、よそに行っても、少なくともお盆かお正月には帰

ります。何かあれば恩返しをしたい。今回も二度ほど現地に帰り、

この目で見て回りました。そして出来る支援に動いています。し

かし、ふるさとに愛着が無くなってしまい、地域の人が生まれ暮

らしてきた知恵や素晴らしい伝統が受け継がれないまま次代に

繋がってないことは、日本全国で多くの場所での課題である様に

感じています。

○自分達の住む地域の基準は自分達で

　日本の場合は、経済成長の元で、急激に工業化に向かっていく

中で、家族がばらばらに時間を使い、農耕が失われていきました。

確かに物が豊かな生活になりましたが、その負の影響が、家族を

中心とした地域のコミュニティや食や農、そして子どもの分野

に出てきていると思います。農耕的なものを捨ててしまい、生産

せず、消費するばかりになってしまったため、都市部にどんどん

人が増え、地域に人が戻らなくなってしまい、町も人も育たない

状況になっています。若い人でも、離島や中山間地に帰ってくる

のは、役場などの行政の職に就ける人間だけなんです。他の人は、

卒業しても就職先がないから、帰って来ることができないのです。

しかし、ないと決め付けるのではなく、芯ある"仕事を創る"暮ら

しをつくることも重要です。今後そういった地域を、持続可能な

社会にするためには、自分の地域のキャパシティと生活レベル

をある程度決めてしまうことが必要だと思います。若い人が憧

れる東京や福岡で暮らす時の水準を目指すのではなく、自分達

が住んでいる地域の基準を自分達で決めてしまえばいいのです。

そして、その地域にあった産業を創り暮らしていくことを考え

ること。また、地域にあるいいところ誇れることを再発見し、自

分達でどういう地域を継続・向上されていくかを考えることが

必要であり、それが今のソーシャルビジネス、コミュニティビジ

ネス、グリーンビジネスに繋がっていると思います。

○九州における、これからのソーシャル
　ビジネス・コミュニティビジネス
　元々、ソーシャルビジネス、コミュニティビジネスは、地域の

課題をビジネス手法で解決をすることですが、課題解決だけを

目標にしていると、解決したら終わってしまいます。それが日本

の風潮です。すでに私たちの国では人口減少（生産性減少）が始

まりました。これからは、地域全体で、今の暮らしのレベルをど

のようにして"よりよくするか"（共感動暮らし経済）という方向

に、早く切り替えなければならないと思います。そのためには、

核となる地域コーディネーターが必要です。将来の夢を語り、情

報編集力を持ち、地域がどういう方向に向かっていけばいいのか、

舵を取る人間のことです。そのような人に求められるのは、行政

でも、民間企業でも先生でも所属は問いませんが、世の中のあら

ゆる分野について、勉強しており人脈を持っていること。地域の

歴史・文化を知り、ここを何とかしたいんだという熱意と郷土愛

を持っていること。朗らかでいて、人間味もあり競争心を持って

いることだと思います。また、行政・企業など、それぞれの役目

を理解し、コーディネートできることも必要です。これからは行

政と民間が、地域のためにもっと融合して事業やサービスを一

緒にやっていけばいいんですよ。小さな町がNPO・まちづくり

会社を作ったりしていることもその流れの一つだと感じています。

　私達は、地域で暮らしていかないといけないし、九州ならでは

のことを考えないといけない。だからと言って、九州が一つにま

とまるかというと難しい。だから地域毎で、自分達が住んでいる

ところをこれからどうするか、真面目に議論をして、繋がりそう

なところがあれば、組めばいいと思います。それは九州の場所（地）

を活かして、見えない線を越えて、まず日本各地や上海でもシン

ガポールでも、釜山でもいいわけで、その選択肢を含めて僕らに

はチャンスがあると思います。とにかく軸足を九州に置いて、暮

らしをビジネス化することが、とても大事なところです。

　　

継続・持続可能なよのなか暮らしに向けて、

ソーシャルビジネスをどう九州独自のものにするか

巻頭インタビュー巻頭インタビュー

福岡市コミュニティビジネス販路拡大支援センター　センター長

株式会社フラウ　専務取締役、共感動暮らし経済研究所 濱砂　清 氏

繋げよう九州！広げよう  EPOの輪!繋げよう九州！広げよう  EPOの輪!

【人々が集い、感動できる豊かな地域社会を子ども達に残したい！】

●福岡市コミュニティビジネス販路拡大支援
　センター（コミット）
　http://www.cb-commit.com/

●株式会社 フラウ 主婦生活総合研究所、
　共感動暮らし経済研究所
　http://www.frau-net.com/

●一般社団法人 SINKa
　http://www.sinkweb.net/

●九州ソーシャルビジネス促進協議会（sofi）
　http://www.sofi. jp/

九州各地で活動している環境やパートナーシップに関わるキーパーソンへのインタビューをお届けします。
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～九州を元気にするグリーン・イノベーション～～九州を元気にするグリーン・イノベーション～

平成22年10月15日に環境政策セミナーを開催いたしました。

　　　　　◆大学の取組事例

●地中の熱を利用したヒートアイランド現象　
　　　　　  および地球温暖化対策
　　 ～九大ー九電との共同研究を通して～

　　　九州大学大学院　工学研究院地球資源システム
　　　工学部門　准教授　藤井 光 氏

　地中の一定温度の熱を利用した熱交換による冷暖房装置

について、電力会社との実証共同研究から、大気への排熱

がないことによるヒートアイランド抑制効果や、より効率

的なエネルギー利用による二酸化炭素排出抑制効果が示さ

れました。

　　　　◆企業からの取組事例

●エコ・アクション・ポイントを活用した
　　　　太陽光発電「福岡ブランドの創出」

　　　株式会社新出光 ソーラー事業課   課長   小野  正彦 氏

　環境省の取組むエコ・アクション・ポイント制度を活用

した太陽光発電システムの普及について、顧客満足の向上、

企業の社会的責任の発信の視点から差別化戦略が示されま

した。また、地域の NPO と連携した協議会設立などをと

おして、施工のためのガイドライン策定などにも取り組ん

でいます。

　　　　◆ NPO からの取組事例

●市民参加型の太陽光発電所建設運動

　　　再生可能エネルギー推進市民フォーラム西日本
　　　事務局長　岡  優子 氏

　市民からの寄付と設置主体との連携による市民参加型の

太陽光発電所建設の取組みについて、NPO の目線からその

工夫と効果について示されました。設置主体はもとより、

地域の NPO と連携した学習会の開催や太陽光パネルの裏

面を活用した意識づくりのプログラムなど、設置面積では

測れない効果がアピールされました。

　　　◆中間支援者からの取組事例

●カーボンオフセットを活用した企業の温暖化対策

　　　カーボンオフセット協会　事務局株式会社
　　　リサイクルワン　野田  創太郎 氏

　様々な主体が取組むカーボンオフセットについて、主要

な事業者で構成される協会の活動が紹介されました。モデ

ル的な取引についての発信などをとおして、信頼性の高い

カーボンオフセットの普及の必要性が提言されました。

　セミナーでは、持続可能な社会づくりに向けたグリーン・

イノベーションの視点から、企業、NPO、大学などの各主

体の環境面でのパートナーシップの取組状況をご報告いた

だき、これからの新しい環境パートナーシップのあり方・

グリーン・イノベーションの方向性を検討しました。

　　九州地方環境事務所　環境対策課　野本　卓也 氏

　地球温暖化対策に向けた中長期ロードマップとその経済

効果の視点から、環境省の取組むチャレンジ 25 キャンペー

ン・プロモーションについて報告されました。あわせて、

多主体によるパートナーシップ取組の重要性について示さ

れました。

 

　　　　
　　　　◆メディアの取組事例

●九州らしいグリーンライフなラジオ局　　　
　　　　 green station cross FM
 　　   株式会社 CROSS fm 取締役営業本部長   富田  剛史 氏

　環境・グリーンをキーワードに再出発したラジオメディ

アが、地域の賑わいづくりに関わりながらその存在感を発

揮していく中で、環境関心の喚起に効果を発揮するプロセ

スが示されました。

　　　　◆自治体の取組事例

●小国町のカーボンオフセットの取組み
 　　   熊本県小国町役場   農林振興課　主査　穴井　徹 氏

　地域の基幹産業である林業を中心に地域づくりに取り組ん

できた熊本県小国町が、付加価値のある森林経営のためにカ

ーボンオフセットを取り入れた経緯と効果について報告しま

した。あわせて発信力のある仲介団体と協定し、その話題作

りによる波及効果についても示されました。

各主体の取組事例

プログラム内容

講演
環境パートナーシップを通したグリーン・
イノベーションによる新たな成長に向けて

発表
発表

発表

発表

発表

発表

開催日時
開催場所

主 催
後 援
協 力
実施主体
参加者数

平成 22 年 10 月 15 日
西日本総合展示場 新館 エコテクノ会場内

（北九州市小倉北区浅野 3-8-1）
環境省九州地方環境事務所
福岡県、北九州市、西日本新聞社
cross fm
九州環境パートナーシップオフィス（EPO 九州）
38 名

：
：

：
：
：
：
：

環境政策セミナー2010 in 北九州  開催報告環境政策セミナー2010 in 北九州  開催報告
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「ESD ×生物 多様性」地域ワークショップ in 重富干潟「EPO カフェ」始まりました！

組織基盤強化講座－熊本会場

今年度から環境教養講座に代わり、「EPO カフェ」がスタートしました。

環境をテーマに学び合い、知り合い、話し合う場「EPO カフェ」にぜひご参加下さい！

今年度から環境教養講座に代わり、「EPO カフェ」がスタートしました。

環境をテーマに学び合い、知り合い、話し合う場「EPO カフェ」にぜひご参加下さい！

5 月 15 日（土）13:00 ～ 17:00
重富干潟小さな博物館

（鹿児島県姶良市重富干潟）

5 月 16 日（日） 9:00 ～ 12:00
かごしま県民交流センター 3F  小研修室第 1

日 時
場 所

日 時
場 所

：
：

：
：

EPO 九州は、5 月 15（土）・16 日（日）に、鹿児島県重富干潟

にて開催された「※ 1ESD ×生物多様性」地域ワークショップ

に協力・参加いたしました。このワークショップは、ESDーＪ

（NPO 法人「持続可能な開発のための 10 年」推進会議）の

「ESD ×生物多様性プロジェクト」の一環として、ESDー J

とくすの木自然館の共催で行われました。

　まず１日目は、特定

非営利活動法人 くすの

木自然館の運営する「重

富干潟小さな博物館」

にてスタートしました。 

専門員である浜本麦（ば

く）さんより、「干潟の

生態系と重要性を地域

と共に守り伝えるには」と題し、くすの木自然館の活動内容と

博物館ができるまでの解説がありました。

　その後、干潟で生き物観察フィールドワークとなりました。

参加者全員が干潟の生き物探しに夢中になり、「集合！」の声に

もなかなか集りません。生き物を種類ごとに分けた後、それぞ

れの解説を聞き、干潟の「生物多様性」の仕組みについてのま

とめがありました。「生物多様性」という言葉だけでは難しそう

ですが、干潟で見た生き物達の相関図をパズルとして組み立て

ることで、参加者全員が理解しやすいものとなりました。

　2 日目は、くすの木自然館専務理事　浜本奈鼓さんをファシリ

テーターとし、ESD と生物多様性が広がっていくために必要な

こと、また地域づくりをする上でのポイントを、参加者全員で

考えました。議論の中では「ESD」や「生物多様性」が意識と

して広がるには、大人に対しては、子どもの頃の経験を追体験

させ、その重要性を理解できるような、「育ち直し」が必要であ

り、子どもには、経験と知識の両方が必要で、本当に理解でき

るようになるためには、インタープリター（読み解き、伝える人）

の存在が必要不可欠という意見がでました。また、地域づくり

をする上でのポイントは、まず地域のいいところを探し、その

価値を再発見してもらうこと。また地元の人が主役になるよう

な取組みにすること。また、地域の昔話やタブーなども巻き込み、

精神的な部分へのアプローチも大切だという意見が出ました。

　2 日間のワークショップを通して、「ESD ×生物多様性」を日々

実践されているくすの木自然館の活動を知ることができ、それ

をふまえた上で、参加者がそれぞれの現場で抱える課題へのア

プローチ方法について、参加者全員で意見交換ができました。

主　催：Panasonic NPO サポート ファンド

事務局（特活）地球と未来の環境基金（EFF）

開催日：6 月 26 日（土）

会　場：熊本市国際交流会館

講　師：古賀 桃子 氏

　地域の NPO のための組織基盤強化講座が開催されました。

Panasonic NPO サポート ファンドは、NPO の組織づくり、団体

運営のしくみづくりを目的にした助成金です。講座では、団体

のビジョンや使命についての整理、これまでの対外的なつなが

りや関係者の把握、取組む事業の点検、収支状況のグラフ化を

とおしてカルテづくりを行いました。

　また、ワークショップが行われ、団体それぞれの組織・事業

にまたがる課題を把握することで、今後具体的に取組むべき解

決策についても参加者同士で意見交換できました。

第２回「環境白書を読む前に読む会」
【日時】6 月 23 日（水）17:30 ～ 19:00

　政府から発行される環境白書には、この１年で取り組まれた環境分野
の様々な政策をはじめ、民間での取組が分野ごとテーマごとにまとめら
れています。内容にはやや難しいところもあることから、様々な人に理
解してもらうことを目的に、「白書を読む会」が各地で開催されました。
EPO カフェでは、その読む会に先立って、環境白書のもつメッセージや
内容について事前学習を行ない、意見交換しました。

第３回「そうだ！今年の秋はCOP10に行こう！」
【日時】7 月 23 日（金）18:30 ～ 20:00

　EPO 九州は、今年 10 月に開催された生物多様性条約第 10 回締約国会
議 （COP10）にあわせて開催される「生物多様性交流フェア」に出展い
たしました。この機会に EPO 九州が、COP10 に向けて発信する九州の
取組み事例を紹介し、また九州地方環境事務所野生生物課と熊本県自然

保護課の取組む生物多様性関連施策について話題提供していただきました。

第1回「エコ住宅の展開～エコな住まい方ってどう？～」
　住宅メーカー 2 社と九州地方環境事務所の発表後、これからのエコ住
宅について参加者からも事例紹介をしていただき、意見交換をしました。

【日時】4 月 23 日（金）17:30 ～ 19:00

　　●「LCCM（ライフサイクルカーボンマイナス）を目指す家づくり」
　      　エコワークス株式会社代表取締役　小山貴史 氏

　　●「足元にある自然エネルギー（地中熱）を利用するジオパワーシステム」
　      　株式会社 建吉組 営業部　高森祐樹 氏

　　●「住宅版エコポイントについて」　
　       　九州地方環境事務所　野本卓也 氏 

　EPO 九州では、4 月より様々な環境テーマ
やトピックをとりあげ、学習し合い、気軽に
ご参加いただける意見交換の場「EPO カフェ」
を開催しています。
　3 回目からは、10 月に名古屋で開催された
COP10 に焦点を合わせ、テーマを生物多様性
に絞り、集中的に意見交換や学習会の場を設けました。こちらにつきま

しては、次号にて詳しくお伝えいたします。

講
　
師



　アースウィークくまもと 2010 が、

4 月 17 日～ 25 日まで開催されました。今年のテーマは、

「ききたいな、あなたが広げたecoのコエ」
　17 日に行われたオープニングイベント会場では、アースデーライブ、

電気自動車の展示や、 新聞エコバッグ作り、野菜やカレーの販売など、

楽しいイベント盛りだくさんの 1 日となりました。

　アースウィークくまもとは、1990 年より持続可能な生活をめざす

識者などを中心に、活動が始まりました。その後、他地域にも類のな

い、一般市民中心の根強い活動として毎年継続し、今年で 21 回目を

迎える熊本の老舗環境イベントとなっています。今回 EPO 九州は、

日本 EV クラブ九州くまもとと協働し「協賛企業ブース」を企画担当

しました。21 年の歴史を持つアースウィークくまもとでの初めての

取組みである「協賛企業ブース」には、企業における環境への取組み

として、株式会社建吉組の「ジオパワーシステム」と松下生活研究所

の「小さな町づくり」の展示をしていただきました。

※ジオパワーシステム：自然エネルギー「地中熱」を利用（デザイン）して、
　なるべく冷暖房に頼らない健康で省エネな暮らしを提案する24時間換気
　システム。

※小さな町づくり：地元の木材を使用した純木造住宅に住み、台所から直通
　の畑で野菜を作ってご近所と分け合い、縁側で子育てや老後のかたらい、
　緑のカーテン作り等の環境にやさしいコミュニティ空間を形成している
　「山ノ神小さな町づくりプロジェクト」。

　17日、18日にはサンロード新市街で参加団体のパネル展示があり、

22日の「アースデー」には、行政関係、企業、環境団体、NPO、市民一斉参

加で「ノーマイカーデーパレード」

を実施予定でしたが、あいにく

の雨の為中止となりました。21

年間も続いてきたアースウィー

クくまもと。来年度もより多く

の団体・企業が関わり、熊本全体

に広がっていくといいですね。

イベント報告イベント報告

国際ボランティアワークキャンプ

5

アースウィークくまもと2010

　EPO 九州は、財団法人　熊本市国際交流振興事業団が事務局を務める「国際ボランティアワークキャンプ」（通

称：ボラキャン）に参加いたしました。国際ボランティアワークキャンプとは、21 世紀の教育のキーワードを「国

際」と「ボランティア」と位置づけ、高校生、留学生、大学生等「若い人材」が「生きる力」を学び、育みながら、

地球市民としての資質を磨く機会として開催し続けています。第５回となるボラキャンのテーマは「スマイル」

として、7 つの分科会に分かれて開催されました。

　

　EPO 九州は「環境」がテーマの分科会で講師として参加し、高校生・留学生と一緒に「環境」について考えて

みました。まず温暖化の影響や現在の環境課題について情報提供した後、参加者の皆さんに、今実行している、

あるいはこれから実行したい環境に配慮した行動を書いてもらい、その行動の理由をグループに分かれ、ディス

カッションしました。

　また夜は、参加者が国際協力、国際交流、社会貢献、環境など 17 団体の話を聞き、ボランティアや身近なとこ

ろから具体的な行動に移すきっかけを作ってもらうことを目的としたワークショップが行われました。EPO 九州

からは、NPO など身近で取組める環境活動の紹介や EPO 九州の役割について説明しました。阿蘇とは思えないほ

どの暑さの中、真剣に話を聞き、考え、具体的な質問をしている様子から、参加者の意欲と熱意が感じられました。

【日時】平成 22 年　8 月 1 日 ̃3 日（2 泊 3 日）　【場所】阿蘇青少年交流の家（熊本県）

　6 月 5 日が環境の日であることにちなみ、

環境省では６月を環境月間として、全国

で様々な行事の開催を呼びかけています。

環境省九州地方環境事務所では、熊本市

中心部にある熊日会館「びぷれす広場」

にて、「地球を守る暮らし 始めてみませ

んか？」と題して、イベントを 6 月 12 日に開催し、

EPO 九州も出展いたしました。始めに「阿蘇の草原ぬりえ・絵画コ

ンテスト表彰式」があり、 その後各ブースにてイベントが開始と

なりました。エネルギー体験コーナーや、ツシマヤマネコのクラフト、

生物多様性折り紙コーナーなどがある中、EPO 九州からは、おなじ

みのエコ宣言！今心がけている地球にやさしいこと、これから行動

していきたいことを葉っぱシールに書いて、 EPO の木タペストリー

に貼っていただきます。そして宣言していただいた方には、地球環

境基金グッズと「エコアクションポイント」50 ポイントをプレゼ

ントいたしました。ちなみに、毎回皆さんにご好評いただいている

EPO 九州特製のタペストリー。１つは九州の絶滅危惧種であるツ

シマヤマネコ、ヤンバルクイナ、ノグチゲラなどから構成されて

いる「EPO の木」、もう１つは「生物多様性」がテーマになってい

ます。今年は生物多様性年、そして 10 月には名古屋で COP10（生

物多様性条約第 10 回締約国会議）が開かれたこともあり、この「生

物多様性タペストリー」が大活躍しています。

み な さ ん も

こ の タ ペ ス

トリーを見か

けたら、ぜひ

「エコ宣言」

に ご 参 加 く

ださい！

環境月間イベント「地球を守る暮らし   
     始めてみませんか？」に出展しました
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ここでは、九州各地で活動している環境 NPO や施設を県ごとにご紹介していきます。

今回は長崎県。長崎の地域に根差した活動をご紹介します。

NPO法人  対馬の底力NPO法人  対馬の底力

九州各県からの活動レポート
わたしたち長崎で活動しています!

九州各県からの活動レポート
わたしたち長崎で活動しています!

（http://www4.ocn.ne.jp/̃sokojk/）

〒817-0001　長崎県対馬市厳原町小浦大梶原157-6

TEL/0920－52－2278　FAX/0920－52－2788

　財団法人　ながさき地域政策研究所は、長崎県から「長
崎県地球温暖化防止活動推進センター」の指定を受け、
県内での温暖化対策の普及啓発活動に取り組んでいます。
　「エコを通じて年間3万人スマイル！」を目標に、一人
でも多くの方に温暖化防止を自分たちの問題として考え、
エコ活動をライフスタイルに取り入れていただきたいと
いう想いで、継続的に取り組んでいただける環境活動を
提案しています。
　長崎県センターでは、長崎県内のCO2排出量やごみ分
別方法を示した環境ゲームやパネル等の独自教材を保有
しており、地球温暖化防止活動推進員を講師に教材を使
用した環境学習会の
開催を行っています。
　今年度からはラジ
オ放送による情報発
信 も 始 め て お り 、
益々啓発活動に力を
入れています。　　

長崎県地球温暖化防止活動推進センター長崎県地球温暖化防止活動推進センター

〒859－4823　長崎県平戸市田平町荻田免1628番地4
午前9時～午後5時
毎週月曜日及び12月29日～1月3日（夏休み期間中を除く）
団体割引あり。 　●大人…400円　●小人（小中学生）…300円　●幼児（4歳以上）…150円

【 住 所 】
【 開 園 時 間 】
【 休 園 日 】
【 利 用 料 金 】

平戸市たびら昆虫自然園平戸市たびら昆虫自然園

　平戸市たびら昆虫自然園は、かつての日本の原風景(げんふうけい)であった畑、小川、池、雑木林、草はらなどの里山
の環境を再現し、そこに集まる昆虫などの生物を自然のままに観察することができる施設です。園外から昆虫などの動物
は移入していません。
　環境整備が進み、自然が豊かになるとともに今では3,000種類を 越える昆虫達が棲息しており、田平町に棲む昆虫を生
きたまま観察できます。昆虫は小さく、隠れているものが多いので、解説員が常時解説案内しています。年間を通じて観察
ができ、1時間程度のご案内で40～60種類程度観察できます。 観察ゾーンは、一見雑然とした藪(やぶ)のようになって
いますが、多様な昆虫が棲息しています。
　観察しやすくするために道沿いの草、林の下草などは年に数回刈り、必要な環
境管理を行っています。また、昆虫自然園では、昆虫の観察だけではなく、植物・
木の実・きのこの観察、工作教室、リース作りなどの体験教室を開催しております。

　対馬の海岸には、一般ゴミや医療器具（注射器・薬品容

器）又は海外からのゴミが漂着・堆積していて島民の生

活を脅かしています。私達はこの問題を直視し、海岸線

に伴う漂着ゴミの清掃活動及び「収集・運搬・処理」を目

的とし、年間を通し、様々なゴミの問題に対し「調査・研究」

の対策を講じると共に、地域への情報提供や「支援・協議・

協力」を行っています。「自分達の島は自分達の力で」を

合言葉に対馬の魅力ある美しい海を取り戻し、島の付加

価値を高めていきながら、環境美化と島民の安全な生活

のために少しでも

寄与できるよう清

掃活動を通じて、

環境の大切さを訴

えていきたいと考

えております。

〒850-0035　長崎県長崎市元船町17-1　
財団法人ながさき地域政策研究所内

TEL/095 －820 －4868  FAX/020 －4623 －5633
E-mail：info@nccca.jp



使ってみよう！ EPO九州使ってみよう！ EPO九州
エコパートナー事業状況報告
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九州の明日を変える事業型環境 NPO 熊本大学薬学部　ドイツ環境研修

宇土市 生涯学習講座　知ってお得なエコライフ講座開講

　熊本大学薬学部が取組むエコファーマー事業では、環境につ

いての知見をもった行動派の薬学人材育成を目指しており、

2009年度よりNPO法人環境ネットワークくまもと、EPO九州

と連携し、学生を対象とした海外視察研修を実施しています。

　今回は、ドイツの中でも環境首都として注目されるハイデル

ベルクを訪問し、行政、民間団体をはじめ、薬事博物館や環境

薬局や環境配慮型の製薬・化粧品製造企業をたずねるなど、環

境先進国の片鱗に触れる9日間のプログラムとなりました。

　また、地理地形のもつ治療効果を取り入れた気候療法につい

ても特別講義を受け、環境資源を活用した地域づくりについて

も学ぶなど、持続可能な社会づくりに向けたしくみについて知

見を広げました。

　EPO九州では、宇土市教育委員会と連携し、市民向けの生涯

学習講座に「知ってお得なエコライフ講座」を7月から開講し

ました。毎月1回、地域の環境取組に関する話題について情報

提供していきます。

　講座では、専門的に活動する団体からの話題提供や取組が紹介

され、受講生が具体的に取り組める活動を提案してもらいました。

　毎回、熱心に受講するみなさんが、地域の環境活動を盛り上

げていくことが期待されます。

　持続可能な社会づくりには様々な取組みがあります。中でも、

地域の環境資源の活用・保全を通じた地域社会の活性化につ

いての関心は高く、そのような取組みを事業活動として行う

事業型の環境NPOや社会的企業の活躍が注目されています。

　EPO九州は、事業型の環境NPOや社会的企業が新規に事業

計画策定を行う環境省のモデル実証事業の地域支援事務局と

して活動をはじめました（平成22年度は関東、近畿、中国を含

む4ブロック）。

　九州地域においては、6月4日、熊本市内において公募説明

会を開催し、8団体から応募がありました。EPO九州は、九州

地方環境事務所と合同で1次審査（書類・訪問ヒアリング）を

行い、うち4団体が東京で開催された2次審査（書面による企

画審査会）へと進み、九州地区では次の2団体が採択されまし

た（各地区2団体の採択）。

　採択団体では、ニーズ調査やアンケート調査、試作品づくり、

試行販売等のフィージビリティ（事業の実現可能性）の裏付け

を行います。また、それらの取組みを反映させた事業計画策定

に向けて、環境事業の専門家（アドバイザリー委員）による現

地訪問をはじめ、進捗確認や助言・意見交換、他の採択団体と

の情報交換を目的とする連絡会、採択団体による検討会を開

催し、ビジネスモデルの精度を高めます。

　EPO九州はこうした一連の取組みについて側面から応援し、

地域の事業型 NPO・社会的企業の活動の場が広がるよう、地

域支援事務局としての機能を高めて行きます。

オリエンテーション
●「環境と私たちの暮らし」
●「宇土市の環境行政（取組み）について」

資源の行方を見てみよう
● 宇土・富合清掃センター、宇土リサイクルセンターの見学

家庭でできる生ごみリサイクル
● ダンボールコンポストの紹介

地域を巡る資源たち　水の行方を見てみよう
● 轟水源・水道施設・下水処理場の見学

エコノートでエコチェック＆キャンドルナイトについて
● 熊本県地球温暖化防止活動推進センター
  （くまもと温暖化対策センター）によるレクチャー

身近な環境活動あれこれ
● 学校での環境教育の取組み
● 食と環境　フードマイレージについて

意見交換・ワークショップ
「私たちに出来るエコなこと」
（地域の推進員も交えた意見交換会）

7月

1月

8月

9月

10月

11月

12月

カリキュラム

（特活）宮崎文化本舗
県産材を利用した商品開発による照葉樹林の復元（宮崎県）

県産材を利用した商品やサービスを開発・販売し、自主財

源を確保することにより、綾の照葉樹林の保護・復元活動

を推進する。

（特活）循環生活研究所
コンポストによる資源循環の促進

コンポスト利用の適正な指導を行えるリーダー養成と支援、

その堆肥から作る野菜の販売等を行うことにより、各家庭

と地域の資源循環を増やしその継続を支える仕組みづくり

を図る。

団体名     事業テーマ・主な地域    事業内容



お待ちしています

銀座通り

西辛島町

●

●

上
通
り

下
通
り

通
町
筋

市役所

辛島町

熊本城前

市役所前熊本城

●

●

花畑
公園
花畑
公園

EPO九州
熊本市国際交流会館2階

交通
センター

市民会館

九州環境パートナーシップオフィス（EPO九州）
｠
〒 860-0806　熊本市花畑町4-8 熊本市国際交流会館 2F

　　  　 096-312-1884　　　　096-312-1894
　　　　info@epo-kyushu.jp
　　　　http://epo-kyushu.jp
　　　　10：00 ～ 19：00（火～土曜日）

 休業日 / 日・月曜日、祝日、年末年始。熊本市国際交流会館休館日。
　　　 （ただし、臨時休業する場合があります。）

 TEL  FAX

E-mail

 URL 
業務時間

九州地方環境事務所からのお知らせ九州地方環境事務所からのお知らせ

EPO九州からのお知らせEPO九州からのお知らせ

　2010年もそろそろ締めくくりの時期となりましたが、今年は何の年かご存知ですか？

　正解は「国際生物多様性年」です。愛知・名古屋では、COP10（生物多様性条約第

10回締約国会議）が開催され、皆さんも「生物多様性」という言葉を耳にする機会も

多かったことと思います。次号は「生物多様性特集号」と題し、生物多様性について

の学習会や地域対話、COP10会場で行われた「生物多様性交流フェア」のご報告など、

盛りだくさんの内容でお届けいたします。

ミーティングなどにフリースペースを
ご利用いただけます。

● リユースびん推進シンポジウムを開催します（廃棄物・リサイクル対策課096-214-0328）
　当事務所では、リユースびん導入を推進するため、鹿児島県内を中心とする関係者の皆様に御参画いただき、推進会議を

立ち上げています。

　それに伴い焼酎をはじめとするリユースびん普及の一助となるよう、原口鹿児島大教授を迎え本シンポジウムを11月12

日に開催いたします。

　市民の皆様をはじめ、酒造メーカー、お酒を取り扱う卸・小売店、びん回収を行っている方、環境問題に関心をお持ちの

皆様など、お誘い合わせの上、ぜひ御参加ください。http://kyushu.env.go.jp/to_2010/1018a.html

● 11月1日から3月31日まではウォームビズ期間です（環境対策課096-214-0332）

● 阿蘇草原再生千年委員会が発足しました（国立公園・保全整備課096-214-0336）
　平成22年10月12日（火）に発足した本委員会は、「阿蘇草原再生協議会」の活動を支援する組織として行政、経済界、

学会、報道機関で構成されています。『千年の草原を、次の千年へ』をテーマに、今後3年かけて、①阿蘇の草原の危機的

現状などを伝えるキャンペーン ②募金活動  ③永続的な支援の仕組みつくり ④世界文化遺産登録に向けた支援などを行って

いきます。

● セイヨウオオマルハナバチは特定外来生物って知っていますか？（野生生物課096-214-0339）
　セイヨウオオマルハナバチは、ハウス栽培等の受粉に利用されていますが、海外では在来のハチを衰退させたことが報告

されるなど環境への影響が心配されており、外来生物法により、特定外来生物に指定され、許可無く飼養、販売等が禁止さ

れている昆虫です。許可を持ってこのハチを利用される農家の方は、逸出防止に十分御配慮ください。また、皆さんも何気

なく食べているものから、我が国の食料と農業、そして環境がどうあるべきかをたまに考えていただければ幸いです。

　チャレンジ25キャンペーンでは、冬の地球温暖化対策の一つとして、暖房時の室温20℃設定で心地良

く過ごすことのできるライフスタイル「WARM BIZ」（ウォームビズ）を推進しています。今年は「地球

にもっと、やさしい冬を。」をテーマに、ウォームビズの新キャラクターである「あったか忍者【あった

丸】」と共にオフィスや家庭で出来る「WARM BIZ」を提案していきます！


